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日
本
最
初
の
印
刷
医
書
「
医
書
大
全
」
、
日
本
第
二
の
印
刷
医
書

「
勿
聴
子
俗
解
八
十
一
難
経
』
は
い
ず
れ
も
明
の
熊
宗
立
の
著
で

あ
る
。
熊
宗
立
は
建
陽
（
福
建
省
）
の
人
で
、
儒
と
医
を
兼
ね
、
出

版
事
業
家
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
医
書
・
儒
書
な
ど
自
己
の
著

述
も
含
め
、
す
こ
ぶ
る
多
く
の
書
物
を
刊
行
し
、
子
孫
の
熊
氏
一

族
も
福
建
に
お
け
る
屈
指
の
出
版
家
と
し
て
活
躍
し
た
。

十
五
～
十
六
世
紀
、
日
本
の
医
学
に
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し

て
、
熊
宗
立
に
比
肩
し
う
る
も
の
は
い
な
い
。
福
建
は
日
明
貿
易

の
一
大
拠
点
で
あ
り
、
日
本
に
対
す
る
文
化
的
影
響
は
大
き
く
、

熊
宗
立
の
所
業
も
、
当
の
中
国
よ
り
は
む
し
ろ
日
本
の
医
学
に
色

濃
く
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
医
学
・
儒
学
・
出
版
事
業
を

兼
ね
た
熊
宗
立
の
職
業
形
態
ま
で
も
が
、
堺
の
阿
佐
井
野
宗
瑞
の

手
本
と
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
ひ
い
て
は
吉
田
宗
恂
（
角
倉
了
以
の

、
熊
宗
立
伝
ｌ
判
明
し
た
生
没
年

ｊｌ
ｏ
小
曽
戸

ｊ２

洋
・
王

鉄
策

弟
）
や
曲
直
瀬
玄
朔
ら
の
活
字
医
書
出
版
活
動
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
日
本
で
用
い
ら
れ
た
新
渡
来
医
書
の
多

く
は
、
熊
宗
立
の
刊
行
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

熊
宗
立
の
出
版
活
動
が
そ
の
後
世
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て

は
す
で
に
論
考
し
た
（
拙
槁
「
「
名
方
類
証
医
書
大
全
」
解
題
」
・
エ
ン

タ
プ
ラ
イ
ズ
・
一
九
八
九
）
が
、
従
来
、
熊
宗
立
の
伝
に
関
し
て
は

ま
と
ま
っ
た
資
料
が
な
く
、
生
没
年
も
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
最
近
、
中
国
で
そ
れ
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

当
該
資
料
は
建
陽
に
在
住
す
る
熊
宗
立
の
末
育
、
熊
徳
留
氏
（
建

陽
市
害
坊
郷
の
製
茶
工
場
長
を
定
年
退
職
）
の
所
持
し
て
い
る
「
潭
陽

熊
氏
宗
譜
」
（
渭
刊
木
活
字
印
行
）
で
、
そ
こ
に
は
熊
宗
立
の
肖
像
画

賛
・
伝
・
家
系
な
ど
が
詳
記
さ
れ
て
い
る
。
伝
の
記
載
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
（
原
漢
文
を
訓
読
）
。

「
宗
立
。
礼
公
の
三
子
、
行
は
華
の
十
三
、
字
は
道
宗
、
道
軒
と

号
す
、
又
た
勿
聴
と
号
す
。
永
楽
七
年
己
丑
（
一
四
○
九
）
七
月
初

七
日
に
生
ま
れ
、
成
化
十
八
（
一
七
の
誤
か
）
年
辛
丑
二
四
八
二

に
終
は
る
。
寿
を
享
く
る
こ
と
七
十
三
歳
。
銭
塘
焦
湖
山
に
葬
り
、

巽
に
座
し
乾
に
向
か
ふ
。
継
批
は
陸
氏
、
位
は
福
八
・
正
月
初
二

日
生
ま
れ
、
十
二
月
初
十
に
卒
は
る
。
察
垳
に
葬
る
。
倶
に
碑
あ
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り
。
公
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
学
を
嗜
み
、
孝
友
に
善
し
。
業
を

劉
刻
仁
斎
先
生
の
門
に
受
く
。
嘗
て
易
を
読
み
て
陰
陽
の
奥
秘
を

悟
り
、
遂
に
精
尅
し
て
祖
父
の
医
術
を
択
襄
す
。
皆
、
崎
を
計
ら

ず
、
一
に
人
に
事
ふ
る
を
以
て
心
と
為
す
。
著
に
小
学
集
解
・
通

言
大
全
・
脈
訣
・
難
経
・
活
人
指
掌
・
婦
人
良
□
・
医
方
大
全
・

居
家
必
用
等
の
書
有
り
、
世
に
行
は
る
。
載
せ
て
建
陽
県
誌
に
在

り
。
批
は
余
氏
。
位
は
甲
八
。
公
に
長
ず
る
こ
と
三
歳
、
丙
午
の

年
五
月
初
二
日
生
ま
る
」
。

肖
像
に
付
さ
れ
た
賛
詩
は
次
の
と
お
り
。

「
医
伝
世
業
、
徳
振
儒
宗
、
発
明
小
学
、
洞
徹
陰
陽
、
博
施
済
衆
、

恵
及
弩
壌
、
光
風
舂
月
、
千
載
流
芳
。
建
寧
府
儒
学
教
授
任
善
賛
」
。

宗
立
の
子
に
は
暖
二
四
三
六
～
一
五
○
八
）
が
お
り
、
暖
の
子

に
は
天
玄
・
天
育
・
天
賜
の
三
子
が
い
て
、
天
育
二
四
五
八
～
一

五
四
三
）
が
嗣
子
と
な
り
、
以
降
、
歴
代
続
い
た
。

上
記
『
潭
陽
熊
氏
宗
譜
」
の
記
載
に
よ
っ
て
、
熊
宗
立
の
生
没

年
は
一
四
○
九
年
～
一
四
八
一
年
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
か

つ
て
筆
者
は
、
そ
の
活
動
情
況
お
よ
び
伝
存
資
料
か
ら
生
年
は
永

楽
年
間
（
一
四
○
三
～
二
四
）
、
没
年
は
成
化
年
間
（
一
四
七
五
～
八

七
）
で
あ
ろ
う
と
推
し
た
が
、
幸
い
当
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
半
井
明
親
は
永
正
中
二
五
○
四
～
二
○
）
に
入
明
し

て
熊
宗
立
に
つ
い
て
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
、
筆
者
は
疑
問
を
は
さ

ん
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
が
誤
伝
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

資
料
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
福
建
省
建
陽
市
の
武
夷
山
朱
喜
研

究
中
心
の
方
彦
寿
氏
に
謝
意
を
表
す
る
。
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）


